
５.子供が学びをつくる指導案 
  「子供が学びをつくる」授業の実現のための指導案についてです。授業者の想いをなるべくコンパクトに表現

できるよう４ページの構成としました。１ページ目は，教材や題材の特徴の分析。２ページ目は，本単元の目標と

本研究との関わりについてです。３ページ目は，単元計画。４ページ目は，本時案です。次項より，ページ毎に簡

単に解説いたします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子供が学びをつくる
ためには，深い教材
研究が必要です。 
授業者が学習指導要
領を読み解いたものを
記述しています。 

表題よりも小さいフ
ォントで書かれている
ものは，引用・参考文
献です。 

本単元で指導する教
科固有の資質・能力で
す。 

先行研究や先行実
践を基に教材の難しさ
や解決の方策，指導
の方向性について，論
述します。 

本単元で獲得を目
指す資質・能力の核と
なる概念を端的に述べ
ます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※①  平成３１年１月２１日児童生徒の学習評価の在り方について（報告），中央教育審議会初等中等教育分

科会教育課程部会 

本単元の目標と学習内容を身に付けた姿，具体的な支援の計画についてです。 
本単元の目標に即して，見方・考え方を分析して具体的に記述しました。 

課題設定，課題追
究，パフォーマンス，
メタ認知について，
「子供が学びをつくる」
ための具体的支援の
代表的なものを記述
しました。 

課題設定，課題追
究，パフォーマンスの
全ての過程で，メタ認
知が育まれます。課
題設定の段階で，メタ
認知を意識した支援
をする場合は，「課
題・メタ」と表記してい
ましす。 

それぞれの支援に
ついて，具体的に記述
しています。 

本単元の学習内容を身に付けた姿です。令和２年より完全実施される学習指導要領に準拠して，３観
点での評価としました。「知識・技能」「思考・表現・判断」「主体的に学習に取り組む態度」です。教科の特
質に応じて，項目名が変わる場合もあります。 
「関心・意欲・態度」が「主体的に学習に取り組む態度」となった点を重視しました。自ら学習を調整しよ

うとする態度①と，粘り強く学習に取り組む態度①をバランスよく評価するため，子供が自らの学習を振り
返り，学びの価値を実感できるようにしました。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元計画については，働き方改革を意識して，極めてコン
パクトに表現しました。単元の指導の文脈が分かるように，子
供の学びの様子と代表的な支援のみ記述しています。 

今年度の研究と直
結している支援につい
ては，網掛け文字で記
述しました。 

他教科との連携等，子供と教
師と指導事項が一致した学びの
文脈を端的に表現しています。 

子供の発
言例です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究大会当日の本時案です。子供と教師と指導事項が一致した学びの文脈
を表現しています。「子供が学びをつくる」過程の具現化を目指しました。 

本時の評価は，◇マークがつきます。【知技】は「知識・技能」，【思表判】は「思
考・表現・判断」，【主】は「主体的に学習に取り組む態度」を指しています。 

子供の発言や
活動例です。 

子供の学習活
動です。 

課題設定，課
題追究，パフォ
ーマンス，メタ認
知に関わる支援
については，単
元計画と同様
に，網掛け文字
です。 

本時の問題で
す。 


